
國學院大學学術情報リポジトリ

〔談話室〕明治初年、地理学者ライン博士の日本調
査日記

言語: Japanese

出版者: 國學院大學

公開日: 2025-03-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 吉田, 敏弘, Yoshida, Toshihiro

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002001495URL



國學院雑誌　第 126 巻第３号（2025年） ─ 20 ─

談話室

　

昨
年
末
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
二
〇
二
二
年
の
夏
、
國
學
院
大
學
大
学
院
の
短
期
招
聘
で
来
日
し
、
約
一
か
月
間
、

精
力
的
に
日
本
国
内
の
調
査
を
行
っ
た
ト
ビ
ト
・
ナ
ウ
ハ
イ
ム
君
、
そ
し
て
彼
の
指
導
教
授
の
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク
氏
（
現
ボ
ン

大
学
地
理
学
研
究
所
名
誉
教
授
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
ト
ビ
ト
君
は
先
般
、
最
高
の
評
価
で
博
士
資
格
試
験
に
合
格
し
た
と
い
う
。
シ
ェ
ン
ク

教
授
の
審
査
所
見
に
み
る
感
動
的
な
言
葉
の
数
々
は
、
ト
ビ
ト
君
の
論
文
の
完
成
度
の
高
さ
を
示
し
て
余
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
ト
ビ
ト
君

の
調
査
に
さ
さ
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
身
と
し
て
、
こ
の
報
は
大
変
う
れ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

ト
ビ
ト
君
の
研
究
は
、
明
治
六
～
八
年
に
か
け
て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
地
理
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
ラ
イ
ン
（
一
八
三
五
～

一
九
一
八
）
の
日
本
調
査
旅
行
日
記
を
題
材
と
し
て
い
る
。
ラ
イ
ン
は
日
本
の
伝
統
産
業
調
査
の
た
め
に
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
よ
り
公
式
に
派

遣
さ
れ
た
調
査
員
で
、
日
本
政
府
の
許
可
の
も
と
、
一
般
の
外
国
人
旅
行
者
が
足
を
向
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
地
方
に
ま
で
旅
程
を
伸
ば
し

た
。
彼
の
自
筆
日
記
に
は
日
々
の
行
程
と
経
過
地
の
到
着
・
出
発
時
刻
、
気
温
や
気
圧
な
ど
の
気
象
デ
ー
タ
、
道
中
の
地
質
地
形
や
フ
ロ
ー

ラ
、
フ
ォ
ー
ナ
、
そ
し
て
沿
道
で
の
景
観
に
関
す
る
観
察
記
録
、
さ
ら
に
各
地
で
の
日
本
人
と
の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
体
験
に

対
す
る
時
々
の
感
興
な
ど
が
克
明
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の
調
査
目
的
で
あ
っ
た
産
業
調
査
の
記
録
に
関
し
て
は
、
別
の
ノ
ー
ト
が
用

意
さ
れ
て
い
た
た
め
、
情
報
に
乏
し
い
が
、
旅
行
日
記
と
し
て
は
詳
細
を
極
め
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ラ
イ
ン
は
こ
の
日
本
調
査
を
終
え
て
帰
国
後
、
西
洋
で
初
と
な
る
科
学
的
日
本
地
誌“

『
日
本
』
全
二
巻
を
出
版
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に

転
任
し
た
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
後
任
と
し
て
、
ボ
ン
大
学
教
授
に
着
任
し
た
。
ボ
ン
大
学
在
任
中
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
何
か
と
ラ
イ

ン
に
頼
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ラ
イ
ン
も
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
た
よ
う
だ
。
日
本
で
は
「
ラ
イ
ン
博
士
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
、
東
大
の
地

理
学
初
代
教
授
と
な
っ
た
山
崎
直
方
も
ま
た
ボ
ン
大
学
留
学
中
、
ラ
イ
ン
に
親
し
く
教
え
を
受
け
た
一
人
で
あ
り
、『
地
理
学
評
論
』
の
創

明
治
初
年
、
地
理
学
者
ラ
イ
ン
博
士
の
日
本
調
査
日
記

吉
田
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刊
号
に
紙
碑
を
兼
ね
た
「
ラ
イ
ン
博
士
と
ラ
イ
ン
文
庫
」
な
る
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

　

石
川
県
白
山
麓
の
桑
島
の
里
で
は
毎
年
夏
に
「
ラ
イ
ン
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ン
が
白
山
登
山
を
終
え
て
桑
島
（
当
時
、
島
村
）

を
通
過
し
た
時
、
こ
の
地
で
植
物
化
石
を
発
見
し
た
こ
と
に
因
む
も
の
で
、
以
来
、
こ
の
地
域
は
化
石
採
集
で
著
名
と
な
り
、
恐
竜
化
石
の

出
土
は
地
域
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
私
は
二
十
年
以
上
も
前
に
、
白
山
登
山
の
帰
途
、
こ
の
祭
に
立
ち
会
う
機
会
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
ド
イ
ツ
本
国
、
い
や
ボ
ン
大
学
に
お
い
て
さ
え
知
る
者
も
少
な
い
ラ
イ
ン
博
士
の
名
が
、
桑
島
に
お
い
て
今
な
お
顕
彰
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ラ
イ
ン
博
士
関
連
資
料
の
収
集
に
尽
力
さ
れ
た
楠
根
重
和
氏
（
ラ
イ
ン
博
士
顕
彰
会
顧
問
・
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）
の
資

料
調
査
と
仲
介
に
よ
り
、
ラ
イ
ン
の
生
地
、
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ム
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
日
本
調
査
日
記
が
陽
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
り
、

日
記
は
ボ
ン
大
学
の 

シ
ェ
ン
ク
教
授
の
研
究
室
に
持
ち
込
ま
れ
、
早
速
そ
の
解
読
・
翻
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
作
業

を
実
質
的
に
担
当
し
た
の
が
ト
ビ
ト
君
で
あ
り
、彼
は
そ
の
作
業
と
並
行
し
て
地
理
学
者
ラ
イ
ン
の
伝
記
的
研
究
で
修
士
論
文
を
完
成
さ
せ
た
。

よ
う
や
く
完
成
し
た
日
記
の
翻
刻
は
、
ボ
ン
大
学
地
理
学
研
究
所
の
紀
要“Colloquium

 Geographicum
”

の
37
、
38
巻
に
、“Japan 1873-

1875

： D
ie T

agebücher des Bonner Geographieprofessors Johannes Justus Rein.” Band 1,2

（2020､
2021

）
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
そ
の
第
１
巻
に
は
シ
ェ
ン
ク
教
授
の
序
文
と
ト
ビ
ト
君
の
修
士
論
文
を
基
と
し
た
詳
細
な
解
題
、
第
２
巻
に
は
楠
根
教
授
に
よ
る
ラ
イ

ン
と
日
本
と
の
関
係
に
関
す
る
論
考
が
収
録
さ
れ
た
ほ
か
、
日
記
全
体
を
通
し
て
楠
根
教
授
に
よ
る
詳
細
な
注
記
が
付
さ
れ
、
日
本
国
内
の
地

名
に
は
漢
字
表
記
も
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
２
巻
に
は
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
草
し
た
筆
者
の
小
論
（
英
語
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ラ
イ
ン
の
日
記
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
ド
イ
ツ
東
亜
学
会
（
Ｏ
Ａ
Ｇ
）
が
設
立
し
た
芝
の
博
物
館
を
め
ぐ
る
短
報
だ
が
、
日
記
が
も
つ
歴
史
資

料
と
し
て
の
利
用
可
能
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
日
本
語
ド
ラ
フ
ト
「
一
八
七
四
年
東
京
に
お
け
る
『
も
う
一
つ
の
博
物
館
』：
歴
史

資
料
と
し
て
の
日
記
」
は
、
内
川
隆
志
教
授
の
ご
好
意
で
、『
國
學
院
大
学
博
物
館
学
紀
要
』
第
四
八
輯
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

維
新
前
後
の
日
本
を
訪
れ
た
西
洋
人
の
日
記
は
す
で
に
多
く
が
知
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
ラ
イ
ン
博
士

の
日
記
は
全
く
の
新
出
資
料
で
あ
り
、
西
洋
人
が
初
め
て
辿
る
行
程
も
多
く
含
ま
れ
た
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
、
各
方
面
で
の
活
用

が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
ト
ビ
ト
君
の
博
士
論
文
が
こ
の
日
記
か
ら
い
か
な
る
世
界
を
描
き
出
し
て
い
る
の
か
、
一
日
も
早
い
論
文
の
出
版

が
待
た
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
歴
史
地
理
学
・
地
図
学
）


